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ひ
と
ご
と
で
は
な
い
、

認
知
症
―
―
。誰に

で
も
起
こ
り
う
る

『
脳
の
病
気
』

　
認
知
症
と
は
、
様
々
な
原
因
に
よ

り
、
脳
細
胞
の
働
き
が
悪
く
な
る
こ

と
で
障
害
が
起
こ
り
、
日
常
生
活
に

支
障
が
出
て
い
る
状
態
で
す
。

　
今
や
65
歳
以
上
の
４
人
に
１
人
が

認
知
症
ま
た
は
そ
の
予
備
軍
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い

て
も
２
０
２
５
年
に
は
認
知
症
の
方

が
９
千
人
を
超
え
る
と
推
計
し
て
い

ま
す
。
認
知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ

り
う
る
身
近
な『
病
気
』な
の
で
す
。

早
期
発
見
が
大
切

　
認
知
症
も
他
の
病
気
と
同
様
に
、

早
期
発
見
・
診
断
・
治
療
が
重
要
で
す
。

早
期
に
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と

で
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、

種
類
に
よ
っ
て
は
症
状
の
改
善
や
治

せ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
症
状
が
軽
い
う
ち
に
本
人

や
家
族
が
病
気
と
向
き
合
い
、
話
し

合
う
こ
と
で
、
将
来
の
生
活
に
備
え

認知症チェック
こんなことに、心当たりはありませんか？

□同じことを何度も言う、問う、する
□今、電話を切ったばかりなのに、相手の名
　前を忘れる
□新しいことが覚えられない
□テレビ番組の内容が理解できなくなった
□約束の日時や場所を間違えるようになった
□慣れた道でも迷ってしまうことがある
□些細なことで苛立つようになった
□「このごろ様子がおかしい」と周囲から言わ
　れた
□外出時に持ち物を何度も確かめてしまう
□下着を着替えないなど、身だしなみを気に
　しなくなった
□ふさぎ込んでしまい、何をするにもおっく
　うで嫌だと感じる

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
本
人
や
家
族
、
周
り

の
人
が
い
ち
早
く
様
子
の
変
化
に
気

づ
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

正
し
い
理
解
を

　
い
つ
自
分
や
周
り
の
人
が
当
事
者

に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
、
正
し

く
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
正
し
い
理
解
が
な
け
れ
ば
、「
お

や
？
」「
何
か
が
お
か
し
い
」そ
う
し

た
予
兆
に
気
づ
か
ず
に
、
対
応
が
遅

れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

元気高齢課
☎⑳２２４６

　
ま
た
、
認
知
症
で
あ
る
こ
と
を
隠

さ
ず
、
病
気
と
し
て
受
け
止
め
る
こ

と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

す
ぐ
に
相
談
を

　
認
知
症
の
予
兆
に
気
づ
い
た
ら
、

す
ぐ
に
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
市
内
に
は
も
の
忘
れ
や
認

知
症
の
相
談
が
で
き
る
医
師
と
し
て

『
オ
レ
ン
ジ
ド
ク
タ
ー
』が
い
ま
す
。

詳
し
く
は
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

（
12
ペ
ー
ジ
参
照
）や
お
近
く
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

オレンジリングは、認
知症サポーター養成講
座を受講した方に配ら
れる、支援者の印です。
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気づき
も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
時
期

軽　度
日
常
生
活
に
見
守
り
が
必
要

に
な
る
時
期

中等度
重　度

介
護
が
必
要
に
な
る
時
期

本人の様子・気持ち

□もの忘れがあり、いつも探
　し物をしている。
□いらいらして、怒りっぽく
　なる。
□趣味や好きなことが楽しめ
　なくなる。
□もの忘れによる失敗が多く
　なり、何となくおかしいと
　不安感をもち始める。

□半年前と比べたら、何か気
　になる。
□かかりつけ医を受診した方
　がいいのか迷う。

家 族 の 気 持 ち

　気になる部分があれば、ま
ずはかかりつけ医に相談しま
しょう。

家族へのアドバイス

本人の様子・気持ち

□火を消し忘れて鍋を焦がす
　など、これまでできていた
　家事がうまくできない。
□服をうまく着ることができ
　ない。
□排泄の失敗が増えてくる。
□「自分はどうなっていくの
　だろう？」という不安がある。
□「私は認知症じゃない」とい
　う否定的な思いがある。

□専門の医師に診てもらいたい。
□これからの生活の不安を相
　談したい。

家 族 の 気 持 ち

　戸惑いなどを感じることが
増えますが、介護の辛さを抱
え込まず、身近な人や支援者、
専門医に相談しましょう。

家族へのアドバイス

本人の様子・気持ち

□時間や曜日の感覚が分から
　なくなってくる。
□食事がとりにくく、飲み込
　みでむせる。
□歩行や着替え、排泄など、
　生活全般に介護が必要にな
　ってくる。
□言葉が減り、表情が乏しく
　なる。
□日中も眠っている時間が多
　くなる。

□どのように接して良いか分
　からず、心身ともに疲れる。
□近所の人に迷惑をかけない
　か不安。

家 族 の 気 持 ち

　言葉以外のコミュニケー
ション（スキンシップや表情、
しぐさなど）から気持ちを汲
み取るよう心がけましょう。

家族へのアドバイス

利 用 で き る 支 援

認知症初期集中支援チーム

みんなで認知症予防

早期発見・早期対応

た か ろ ば カ フ ェ

認知症サポーター養成講座

周囲でさりげない見守りを

しっかり学んで正しく理解

たかろばサポーター

認知症疾患医療センター

ひとりで抱え込まないで

適切な医療や介護サービスを

オ レ ン ジ 会

認知症の状態とその支援――

特集  ひとごとではない、認知症――。

認知症は段階によって症状が異なり、状態に応
じた医療や介護サービスなどの支援が必要です。


